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ア
ド
バ
ン
ス
の
高
い
生
産
性
に
よ
り
、
既
設

機
3
台
か
ら
ア
ド
バ
ン
ス
2
台
へ
の
設
備
更
新

と
な
っ
た
。
こ
れ
は
現
行
の
生
産
設
備
を
効
率

の
高
い
設
備
に
集
約
し
、
従
来
以
上
の
生
産

性
を
生
み
出
す
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
成
功

事
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
白
澤
機

長
は 「
何
で
も
ボ
タ
ン
一
つ
で
す
。
ジ
ョ
ブ
の

設
定
や
フ
ィ
ー
ダ
ー
の
各
部
を
自
動
で
合
わ

せ
て
く
れ
る
の
で
非
常
に
楽
で
す
。
紙
く
せ

の
強
い
紙
な
ど
も
通
し
ま
す
が
、
給
紙
で
止

ま
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し
た
」 

と
語
る
。
取

材
時
に
も
、
最
高
速
度
1
6
5
0
0
回
転
で
印

刷
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
際
に
見
せ
て
い
た

だ
い
た
。

従
来
機
は
測
色
計
も
な
く
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
感
覚
で
色
を
調
整
し
て
い
た
の
で
、
苦
労

し
て
い
た
と
い
う
。
白
澤
機
長
は 「
リ
ピ
ー
ト

の
仕
事
で
も
、
K
H
S-

A
I
の
プ
レ
イ
ン
キ

ン
グ
機
能
で
色
を
立
ち
上
げ
て
く
れ
る
の
で
、

1
回
目
か
ら
正
確
な
色
が
出
ま
す
。
仕
事
に

よ
っ
て
は
2
回
目
で
O
K
に
な
り
、
試
刷
り
枚

数
的
に
も
大
幅
に
ム
ダ
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」 

と
話
す
。

ま
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷
で
は
、
用
紙
に
対

し
て
最
大
限
面
付
け
を
す
る
こ
と
が
生
産

性
に
直
結
す
る
。
そ
れ
に
は
用
紙
全
面
に
わ

た
っ
て
色
調
が
均
一
で
あ
る
こ
と
が
必
要
な
条

件
と
な
る
。
白
澤
機
長
は 「
従
来
使
っ
て
い
た

機
械
で
は
、
咥
え
と
尻
で
色
が
合
わ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
新
台
は
こ
の
よ
う
な
面

内
ム
ラ
で
悩
む
こ
と
が
な
く
、
し
か
も
刷
り

出
し
た
後
も
ず
っ
と
色
が
安
定
し
て
い
ま
す
」

K
O
M
O
R
I
は
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
よ
く
問
わ

れ
る
リ
ピ
ー
ト
ジ
ョ
ブ
の
色
再
現
精
度
を
高

め
る
た
め
の
開
発
を
進
め
て
き
た
。
K
H
S-

A
I
の
イ
ン
キ
膜
厚
形
成
プ
ロ
セ
ス
や
、
色
出

し
精
度
に
影
響
を
与
え
る
イ
ン
キ
キ
ー
の
構

造
、
給
水
装
置
コ
モ
リ
マ
チ
ッ
ク
の
左
右
均
一

で
薄
い
水
膜
供
給
技
術
な
く
し
て
こ
の
結
果

は
生
ま
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

同
社
は
今
回
L
E
D-

U
V
を
採
用
し
た
。

中
谷
社
長
は 「
U
V
機
の
消
費
電
力
は
、
油

性
機
の
3
倍
近
く
か
か
り
ま
す
。
建
屋
ご
と

に
消
費
電
力
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
て
監
視

し
て
い
ま
す
が
、
L
E
D-

U
V
で
は
U
V
と

比
べ
明
ら
か
に
数
値
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

L
E
D-

U
V
は
即
時
に
点
灯
・
消
灯
で
き
る

た
め
、
待
機
電
力
削
減
の
効
果
も
出
て
い
る

と
思
い
ま
す
」 

と
語
る
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
向
け
L
E
D-

U
V
の
資
材
選
定

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
同
社
は
、
L
E
D-

U
V
用
の
各
種
資
材
を
テ
ス
ト
し
て
印
刷
性

能
を
確
認
し
た
結
果
、K-

サ
プ
ラ
イ
イ
ン
キ 

〝
K
G-

9
1
4
〞
を
採
用
し
た
。
白
澤
機
長
は 

「
こ
の
イ
ン
キ
は
水
負
け
も
な
く
、
墨
も
濃
い

色
が
出
せ
ま
す
。
ま
た
、マ
ッ
ト
O
P
ニ
ス
も

乾
燥
性
が
よ
く
、
マ
ッ
ト
感
も
と
て
も
良
い

で
す
」 

と
語
り
、
乾
燥
性
の
課
題
も
解
決
し

て
い
る
。

　
K-

サ
プ
ラ
イ
シ
リ
ー
ズ
は
、
K
O
M
O
R
I

機
の
性
能
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
よ
う
に
開

発
さ
れ
た
印
刷
資
材
で
、
高
品
質
と
印
刷
安

定
性
を
両
立
す
る
。
K
O
M
O
R
I
は
印
刷
の

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

印
刷
機
だ
け
で
な
く
資
材
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

含
め
て
ユ
ー
ザ
ー
の
生
産
性
を
支
援
し
て
い
る
。

ア
ド
バ
ン
ス
機
の
評
価
と
し
て
、
中
谷
社
長

は 「
結
果
と
し
て
、
非
常
に
良
い
導
入
に
な
り

ま
し
た
。
新
台
の
生
産
効
率
ア
ッ
プ
で
機
械
台

数
を
さ
ら
に
1
台
減
ら
せ
た
上
、
消
費
電
力
も

大
幅
に
削
減
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
面
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
育
成
し
た

く
、
引
き
続
き
K
O
M
O
R
I
の
サ
ポ
ー
ト
に

期
待
し
て
い
ま
す
」 

と
語
る
。

今
回
の
2
台
の
導
入
で
は
、
生
産
効
率
を

上
げ
に
く
い
小
ロ
ッ
ト
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷

に
お
い
て
、
ア
ド
バ
ン
ス
機
の
性
能
と
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
の
効
果
が
生
産
性
と
利
益
向
上

に
つ
な
が
る
こ
と
を
実
証
で
き
た
と
い
え
る
。

い
ま
世
界
的
な
〝
脱
炭
素
社
会
〞
へ
の
流
れ

に
よ
り
、
印
刷
会
社
も
各
業
界
の
ブ
ラ
ン
ド

オ
ー
ナ
ー
の
動
き
に
合
わ
せ
た
対
応
が
必
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
効
率
を
上
げ
て
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
、
C
O
2
排
出
量
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
。
K
O
M
O
R
I
は
さ
ら
な

る
技
術
革
新
に
取
り
組
み
、
印
刷
会
社
の
み

な
ら
ず
印
刷
業
界
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
。

㈱
中
谷
印
刷
紙
工
は
厚
紙
用
の
印
刷
機
に

加
え
、
多
彩
な
加
工
機（
表
面
加
工
、
打
ち
抜

き
、
貼
り
、
製
函
な
ど
）の
設
備
を
保
有
し
、

自
社
内
で
一
貫
生
産
が
可
能
で
高
品
質
と
短

納
期
対
応
が
強
み
の
会
社
で
あ
る
。
中
谷
社

長
は 「
当
社
は
ニ
ッ
チ
な
も
の
を
含
め
、
小

ロ
ッ
ト
、
高
品
質
、
短
納
期
な
ど
お
客
様
の

要
求
が
厳
し
い
仕
事
に
特
化
す
る
こ
と
で
、

付
加
価
値
で
勝
負
し
て
い
ま
す
。
一
番
多
い

仕
事
は
食
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
食
品
が
直
接

触
れ
る
箱
で
は
衛
生
面
で
高
い
品
質
性
能
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
次
に
多
い
の
は
、
意
匠
性

に
富
み
品
質
要
求
レ
ベ
ル
が
高
い
化
粧
品
や

医
薬
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
す
」 
と
話
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
工
程
ご
と
に

検
査
装
置
を
備
え
、
自
社
内
で
の
品
質
管
理

の
徹
底
と
標
準
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
同
社

が
推
進
し
て
い
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
多
能
工
化

は
、
印
刷
と
加
工
の
垣
根
を
な
く
し
た
柔
軟

な
人
材
活
用
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

体
制
が
生
産
を
よ
り
効
率
化
し
、
短
納
期
化

に
も
寄
与
し
て
い
る
と
い
う
。

導
入
機
に
つ
い
て
中
谷
社
長
は 「
老
朽
化

し
た
U
V
機
2
台
の
更
新
を
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、
最
新
の
ア
ド
バ
ン
ス
に
魅
力
を
感
じ

て
導
入
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
社

は
小
ロ
ッ
ト
で
特
色
の
仕
事
が
多
い
の
で
、

ア
ド
バ
ン
ス
の
自
動
化
に
よ
り
準
備
時
間
を

大
幅
に
短
縮
で
き
た
こ
と
が
、
非
常
に
大
き

な
効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
K
H
S-

A
I
な

ど
の
印
刷
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
た
色
合
わ
せ
の

早
さ
は
圧
倒
的
で
、
従
来
機
よ
り
生
産
性
が

30
〜
40
%
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
今
回
導
入
し

た
新
台
2
台
で
仕
事
が
ど
ん
ど
ん
さ
ば
け
る

の
で
、
さ
ら
に
も
う
1
台
、
老
朽
機
に
引
退

し
て
も
ら
い
ま
し
た
」 
と
話
す
。

株
式
会
社
中
谷
印
刷
紙
工

パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷
向
け
リ
ス
ロ
ン
G
4
0
ア
ド
バ
ン
ス
を
2
台
ま
と
め
て
導
入

大
幅
な
生
産
性
ア
ッ
プ
で
3
台
の
既
設
機
を
2
台
の
新
鋭
機
に
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ

　

大
阪
市
内
に
複
数
の
工
場
と
倉
庫
を
備
え
、
印
刷
か
ら
加
工
、

仕
上
げ
ま
で
一
貫
し
た
生
産
体
制
を
築
き
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
専
門

の
印
刷
会
社
と
し
て
存
在
感
を
発
揮
す
る
株
式
会
社
中
谷
印
刷

紙
工
。
2
0
2
1
年
3
月
、
厚
紙
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
初
と
な
る

リ
ス
ロ
ン
G
4
0
ア
ド
バ
ン
ス
（
菊
全
判
オ
フ
セ
ッ
ト
枚
葉
印

刷
機
）
の
2
色
機
、
5
色
機
を
同
時
に
導
入
。
2
台
に
は

L
E
D-

U
V
乾
燥
シ
ス
テ
ム
H-

U
V 

L（
L
E
D
）を
搭
載
し
、

省
電
力
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
設
備
更
新
の
経
緯
と

導
入
後
の
効
果
に
つ
い
て
、
中
谷
信
吾
社
長
と
機
長
の
白
澤
友

和
氏
に
お
聞
き
し
た
。

代表取締役社長

中 谷  信 吾 氏

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
特
化
し
た
一
貫
生
産
体
制
で

品
質
管
理
の
徹
底
と
短
納
期
対
応
を
実
現

L
E
D-

U
V
で
消
費
電
力
を
大
幅
削
減

ア
ド
バ
ン
ス
を
中
心
に
小
ロ
ッ
ト
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
印
刷
を
極
め
る

多
面
付
け
印
刷
の
品
質
安
定
性

ア
ド
バ
ン
ス
モ
デ
ル
導
入
で

生
産
性
が
30
〜
40
%
ア
ッ
プ

OSAKA

「当社は小ロットの仕事が多く、段取り替えが
 早いことが生産性向上に直結しています」

導入されたリスロンG40アドバンス5色機
と中谷印刷紙工の皆様。

右：KOMORI機の性能を最大限に引き出す印刷資材 
　　K-サプライシリーズを使用。
左：食品が直接触れるパッケージの例。
　　衛生面の管理が重要。

本社 / 大阪府大阪市東成区東今里2-16-9
https://www.nakatani-printing.co.jp/

TEL / 06-6976-4151

機長
白澤 友和 氏
「KHS-AIにより色合わせ
の回数が大幅に減りました。
2回目でO K になることも
あります」

◀インタビュー動画はこちら
https://go.komori.com/op216/youtube/nakatani-p




